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第79号



　令和7年12月定例会は、12月2日に招集され14日間の会期で開催されました。
　定例会に提出された議案は、町長提出19議案と報告1件で、いずれも慎重な
審議が行われ、可決・同意されました。
　また、7名の議員による一般質問などを行い、12月12日に閉会しました。

条例改正・補正予算など19議案を可決・同意
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議　案
第 1号 第3次総合計画基本構想を定めること 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第 2号 新町建設計画の変更 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第 3号

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第 4号 児童クラブ条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第 5号

総合計画審議会条例及び附属機関に関する条例の一部
を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第 6号

一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付
職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第 7号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第 8号

特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第 9号

議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公営に関
する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第10号

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少、千葉県市町村総合事務組合の共同処理する
事務の一部廃止及び千葉県市町村総合事務組合規約の
一部を改正する規約の制定に関する協議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第11号 令和7年度一般会計補正予算（第3号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第12号 令和7年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第13号 令和7年度介護保険特別会計補正予算（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第14号

令和7年度町営東陽食肉センター特別会計補正予算
（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第15号 令和7年度病院事業会計補正予算（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第16号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
（伊藤　暁氏） 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第17号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
（伊𣘺　幸春氏） 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第18号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
（川島　友子氏） 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第19号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
（鵜澤　智育子氏） 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

報　告
第 1号 専決処分の報告（地域活動支援センター条例の一部を改正する条例の制定）

議決結果《12月定例会》
議案19件、報告1件のうち、賛否が分かれた案件は3件でした。議案名中の「横芝光町」と「～について」は、省略表示しています。

賛成＝○　反対＝●　欠席＝欠

（
注
）議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
、「
議
長
採
決
」と
し
て
表
明
し
ま
す
。

12月定例会
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陳情１件を採択・陳情１件を不採択
12月定例会に提出された陳情2件は、総務経済常任委員会及び民生文教常任委員会へ付託され、審査されました。
結果は下記のとおりで、採択された意見書1件は議長名で各関係機関へ提出しました。

≪請願・陳情の提出方法≫
　町民の皆さんの意見や要望を町政に反映させるために、請願や陳情という方法があります。
　請願には紹介議員が必要ですが、陳情には必要ありません。

◎提出方法　請願（陳情）は、議会の開会、閉会中を問わずいつでも提出することができます。
　　　　　　ただし、提出については、持参を原則といたします。

◎提 出 先　請願（陳情）は、議長あてに議会事務局へ提出してください。

◎そ の 他　 請願者（陳情者）は、住所を記載し、署名または記名押印をしてください。
　　　　　　 法人などの場合は、名称及び所在地を記載、代表者の署名または記名押印が必要

です。（鉛筆書きは不可）

80歳を過ぎて
初傍聴。
良い記念に
なりました。

思ったより
フランクな雰囲気で、
身近に感じました。

（40代女性）（80代女性）

件　　　名
陳情者氏名

付　　　託
常任委員会

本会議の
採　　決

発議件名
採　　決

意見書
提出先

陳情第１号
防犯灯に関する陳情書

　　越川　幹一

総務経済
常任委員会

不採択
不採択

陳情第２号
保育士配置基準の引上げの早期完全実
施とさらなる改善を求める意見書提出
を求める陳情書

千葉県保育問題協議会
　　会　長　山本　純子

民生文教
常任委員会

採　択
採　択

発議第１号
保育士配置基準の引
上げの早期完全実施
とさらなる改善を求
める意見書　　　　

可　決

内 閣 総 理 大 臣
内閣府特命担当大臣
（こども政策）
こども家庭庁長官
文 部 科 学 大 臣
財 務 大 臣
衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。
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発議第 1 号 原案可決 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○

賛成＝○　反対＝●　欠席＝欠

傍聴席からのひとこと傍聴席からのひとこと傍聴席からのひとこと傍聴席からのひとこと
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市原　成一　議員・・・Ｐ5
◆自動運転モビリティ事業は中止すべきでは
◆中学校部活動地域移行後の支援策を
◆第2ひかり児童クラブ計画の改善を
◆高齢者福祉施設経営危機の救済策を

秋鹿　幹夫　議員・・・Ｐ6
◆鳥獣被害対策実施隊創設の進捗は
◆ガバメントハンターの育成を

森川　貴恵　議員・・・Ｐ7
◆多文化共生社会実現を
◆横芝光町誕生20周年の恩恵は

内田　美穂　議員・・・Ｐ8
◆教員の働き方改革推進を
◆不登校児童生徒の居場所の充実を
◆子どもの権利が守られるまちづくりを
◆当町の病児保育の利用実態とニーズ把握は

宮薗　博香　議員・・・Ｐ9
◆坂田池公園野球場本部席の雨漏り対策を
◆坂田池公園駐車場の舗装整備を
◆坂田池公園野球場に高校野球の誘致を

川島　富士子　議員・・・Ｐ10
◆重点支援地方交付金の早急な対応を
◆中古商品車に係る軽自動車税の課税免除を
◆「マイナ救急」の進捗状況は
◆ＨＰＶワクチン接種の更なる推進を

山﨑　義貞　議員・・・Ｐ11
◆教員のメンタルヘルス対策は
◆パートナーシップ制度は
◆住民検診に聴力検査を

横
芝
光
町
の

横
芝
光
町
の
町
政
町
政
をを
問問
うう
！！

1212
月
定
例
会

月
定
例
会

一
般
質
問

一
般
質
問

2026.2 4
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自動運転モビリティ事業は
中止すべきでは

多角的な視点で慎重に検討する

自
動
運
転
モ
ビ
リ
テ
ィ

自
動
運
転
モ
ビ
リ
テ
ィ

事
業
は
中
止
す
べ
き
で
は

事
業
は
中
止
す
べ
き
で
は

国
の
補
助
を
受
け
実
施

中
の
自
動
運
転
バ
ス
の

実
証
事
業
は
、
財
務
省
の
事
業

調
査
で
も
改
善
点
や
既
存
バ
ス

路
線
と
の
置
き
換
え
計
画
が
無

い
等
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
実
績
か
ら
は
、
１

人
あ
た
り
の
輸
送
コ
ス
ト
が

７
万
８
千
円
と
公
共
交
通
と
し

て
は
異
常
な
数
値
で
あ
り
費
用

対
効
果
の
面
か
ら
、
ま
た
、
国

庫
補
助
の
終
了
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
レ
ベ
ル

４
に
よ
る
無
人
運
行
に
は
、
こ

の
町
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
課
題

が
多
く
、
現
時
点
で
は
時
期
尚

早
で
あ
り
、
こ
の
際
に
中
止
判

断
を
す
べ
き
で
は
。

財
務
省
調
査
結
果
は
、

真
摯
に
か
つ
重
く
受
け

止
め
、
現
在
、
実
施
し
た
実
績

を
踏
ま
え
課
題
整
理
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
国
の
支
援

の
動
向
や
財
源
見
通
し
等
、
多

角
的
な
視
点
か
ら
、
事
業
の
方

針
と
方
向
性
及
び
事
業
の
休
止

や
撤
退
等
を
含
め
、
来
年
度
以

降
の
予
定
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
学
校
部
活
動
地
域
移

中
学
校
部
活
動
地
域
移

行
後
の
支
援
策
を

行
後
の
支
援
策
を

教
員
の
働
き
方
改
革
を

目
的
に
部
活
動
の
地
域

移
行
が
試
行
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
ま
で
の
効
果
は
。
ま
た
、

地
域
ク
ラ
ブ
完
全
移
行
ま
で
の

間
、
顧
問
も
務
め
ら
れ
る
学
校

部
活
動
指
導
員
を
配
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。
運
営
費
に
関
し
、

地
域
移
行
後
は
参
加
者
負
担
が

原
則
と
推
察
す
る
が
、
家
庭
の

経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
参
加
で

き
る
よ
う
、
平
等
と
公
平
の
観

点
で
支
援
策
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

現
在
の
試
行
で
は
、
地

域
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
の

協
力
に
よ
り
教
員
の
休
日
勤
務

時
間
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
時
点
で
は
、
地
域
ク
ラ

ブ
へ
の
移
行
を
推
進
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
学
校
部
活
動
指
導

員
の
配
置
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
公

平
に
参
加
が
で
き
る
機
会
を
提

供
で
き
る
よ
う
調
査
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。

第
２
ひ
か
り
児
童
ク
ラ

第
２
ひ
か
り
児
童
ク
ラ

ブ
計
画
の
改
善
を

ブ
計
画
の
改
善
を

待
機
者
解
消
を
目
指
し
、

学
校
施
設
の
タ
イ
ム

シ
ェ
ア
に
よ
り
開
設
準
備
時
間

と
経
費
を
節
減
し
な
が
ら
の
計

画
は
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
利
用
す
る
子

ど
も
達
の
行
動
を
予
想
す
る
と

施
設
的
に
不
便
と
感
じ
る
の
で
、

向
上
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
。

現
行
の
計
画
は
、
待
機

者
解
消
を
最
優
先
に
、

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
児
童
数

の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、

多
額
の
予
算
投
入
を
せ
ず
に
利

用
で
き
る
学
校
施
設
を
活
用
し

た
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
方
式
で
計
画

し
た
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
利
用

に
移
動
が
必
要
な
ど
町
と
し
て

も
不
十
分
な
部
分
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
利
用
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
そ
の
都
度
、
施
設
環
境

の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
経
営

高
齢
者
福
祉
施
設
経
営

危
機
の
救
済
策
を

危
機
の
救
済
策
を

今
、
ど
こ
の
高
齢
者
福

祉
施
設
も
、
経
営
難
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
町

に
あ
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

あ
っ
て
も
入
所
者
減
少
か
ら
経

営
難
の
状
態
に
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
実
態
は
把
握
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
福
祉
施
策

を
展
開
す
る
立
場
か
ら
の
改
善

策
や
支
援
策
は
あ
る
か
。

国
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
所
措
置
費
負
担
金
制

度
が
交
付
税
制
度
に
変
更
さ
れ

た
こ
と
に
端
を
発
し
、
入
所
措

置
が
消
極
的
に
な
っ
た
こ
と
や

有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
代
替
施

設
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
入

所
者
が
減
少
し
措
置
費
が
減
収

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
施
設
は
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
今
後
も
高
い
水
準
で

推
移
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
公
益
上
の
必
要
性
を

判
断
し
た
う
え
で
、
町
と
し
て

可
能
な
限
り
の
支
援
を
継
続
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
いち

原
はら

成
しげ

一
かず

議員
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迅
速
な
有
害
鳥
獣
対
策
を

効
果
的
な
対
策
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

の
育
成
を
考
え
て
は
ど

う
か

現
在
、
当
町
職
員
の
狩

猟
免
許
の
所
持
者
は
、

４
名
が
わ
な
猟
免
許
を
所
有
し

て
、
県
等
で
行
わ
れ
る
講
習
会

な
ど
に
参
加
し
知
識
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
課
題
で
も
あ
り
ま

す
猟
友
会
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
解
消
に
つ
い
て
も
人
員
増

員
を
図
る
た
め
、
町
と
い
た
し
ま

し
て
も
支
援
を
有
効
か
つ
迅
速

に
対
策
が
出
来
る
よ
う
連
携
し
、

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
減
ら

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

猟
友
会
の
方
か
ら
も
、

第
一
種
狩
猟
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
連

か
が
い
な
が
ら
対
応
す
る
と
と

も
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

を
含
め
効
果
的
な
対
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
２
月
17
日
に
開
か

れ
た
、
町
議
会
と
農
業

振
興
会
と
の
懇
談
会
で
も
、
農

業
者
の
皆
様
に
実
施
隊
創
設
に

つ
い
て
提
案
し
て
お
り
、
そ
の

時
の
否
定
的
な
ご
意
見
は
無
か

っ
た
。
こ
の
様
な
状
況
を
鑑
み

て
も
迅
速
に
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
間
に
農
業
者
の
方
々
と
協

議
し
た
経
緯
は
あ
り
ま
し
た
か
。

意
見
交
換
は
し
て
お
り

ま
せ
ん

要
望
要
望

猟
友
会
の
方
に
も
ご
同

意
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
も
っ
と
迅
速
に
意
見
交
換

の
場
を
作
っ
て
対
策
を
講
じ
て

昨
年
12
月
議
会
で
提
案

し
た
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
の
創
設
に
向
け
た
進
捗

は
。

提
案
い
た
だ
い
た
当
時

は
、
関
係
団
体
と
総
合

的
に
検
討
す
る
旨
答
弁
い
た
し

ま
し
た
。
猟
友
会
と
実
施
隊
の

導
入
に
関
し
て
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
含
め
協
議
を
行
い

近
隣
市
町
等
の
実
施
状
況
を
踏

ま
え
て
引
き
続
き
協
議
し
て
行

く
事
と
し
て
お
り
ま
す
。
有
害

獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
猟

友
会
の
協
力
や
有
害
獣
電
気
柵

補
助
金
な
ど
で
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
大
総
地
区
で
実
施

し
た
地
域
農
業
懇
談
会
に
お
い

て
、
獣
道
箇
所
な
ど
の
情
報
提

供
が
あ
り
把
握
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
、
地
域
の
声
を
う

携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
上
に
相

互
理
解
を
深
め
る
事
が
出
来
る

と
い
う
意
見
も
い
た
だ
い
て
い

る
。
資
格
取
得
に
は
そ
れ
ほ
ど

金
額
の
掛
か
る
も
の
で
は
無
い

様
で
す
が
、
銃
や
保
管
庫
等
に

は
お
金
が
掛
か
る
と
い
う
事
で

し
た
の
で
、
例
え
ば
、
鳥
獣
被

害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
捕
獲

活
動
へ
の
日
当
払
い
や
対
策
実

施
隊
へ
の
支
援
な
ど
の
文
言
も

確
認
出
来
ま
し
た
。
一
先
ず
調

査
し
て
迅
速
に
対
応
い
た
だ
き

た
い
。
私
は
、
猟
友
会
の
方
々

は
殆
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神

で
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
含
め
、
相
互
理
解
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
し
、
皆
で
力

を
合
わ
せ
て
包
囲
網
を
作
っ
た

方
が
効
果
が
上
が
る
と
い
っ
た

部
分
も
踏
ま
え
て
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

昨
今
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

が
拡
大
し
て
い
る
認
識

は
あ
り
ま
す
し
、
し
っ
か
り
と

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

も
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
全
国
的
に
は
ク
マ
の
被

害
で
四
苦
八
苦
し
て
い
る
状
況

も
あ
り
ま
す
の
で
、
国
、
県
に

於
い
て
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、

緊
迫
感
が
あ
ま
り
無
い
様
な
部

分
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
し
っ

か
り
と
情
報
を
取
り
な
が
ら
進

め
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

秋
あき

鹿
しか

幹
みき

夫
お
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横芝光町誕生20周年の恩恵は

合併による有利な財源の獲得

多
文
化
共
生
社
会
実
現

当
町
に
お
け
る
外
国
人

住
民
の
実
態
は

11
月
１
日
現
在
で
、
23

か
国
7
1
4
人
の
外
国

人
が
住
民
登
録
し
て
お
り
、
町

の
人
口
の
約
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
内
訳
は
、
ベ
ト
ナ
ム

1
6
3
人
、
タ
イ
1
1
4
人
、

中
国
1
1
3
人
。
就
労
目
的
で

在
留
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格

を
持
つ
人
が
2
0
8
人
、
技
能

実
習
が
1
3
2
人
、
永
住
者
が

1
5
8
人
で
す
。

地
域
住
民
と
の
共
生
の

上
で
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
る
か町

に
対
し
て
も
ゴ
ミ
の

出
し
方
、
騒
音
な
ど
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。共

生
の
上
で
学
校
生
活

に
関
し
て
の
課
題
は

令
和
７
年
11
月
１
日
現

在
、
小
学
校
に
は
18
名
、

中
学
校
に
は
９
名
の
外
国
籍
の

児
童
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
ま

す
。
学
校
生
活
に
お
い
て
、
外

国
籍
の
保
護
者
と
地
域
の
保
護

者
を
効
果
的
に
ど
の
よ
う
に
結

び
付
け
て
い
く
の
が
最
良
な
の

か
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

共
生
社
会
実
現
に
向
け

て
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か

異
文
化
理
解
と
国
際
的

視
野
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
に
向
け
て
、
各
種
講
座
を

開
催
し
、
国
際
理
解
教
育
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
や

さ
し
い
日
本
語
講
座
」
を
開
催

し
、
日
本
語
が
少
し
わ
か
る
外

国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
円
滑
化
を
は
か
り
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
で
の
案
内
ペ
ー
ジ

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
、
外
国
人
を
ど

の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
の
か
。

災
害
時
に
、
外
国
人
住

民
が
必
要
な
情
報
を
速

や
か
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
、「
や

さ
し
い
日
本
語
」
に
よ
る
避
難

情
報
等
の
発
信
や
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
翻
訳
機
能
の
活
用
を
前

提
と
し
た
多
言
語
化
の
工
夫
な

ど
、
関
係
各
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
多
文
化
共
生
の
観
点
を

踏
ま
え
た
防
災
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

横
芝
光
町
誕
生
20
周
年
記
念

合
併
時
に
掲
げ
た
目
標

は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か

「
健
康
な
笑
顔
が
輝
く

ま
ち
づ
く
り
」「
豊
か

な
心
を
育
む
教
育
・
文
化
の
か

お
る
ま
ち
づ
く
り
」「
環
境
と

調
和
し
た
快
適
で
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」「
地
域
特
性
を
活
か

し
た
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」「
共

に
考
え
み
ん
な
が
参
加
す
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
五
つ
を
基
本
目

標
と
し
ま
し
た
。

合
併
20
年
間
で
町
民
は

ど
の
よ
う
な
合
併
効
果

の
恩
恵
を
受
け
た
の
か

合
併
に
よ
り
対
象
と
な

る
、
国
の
合
併
補
助
金

や
合
併
特
例
債
、
普
通
交
付
税

の
合
併
算
定
替
え
な
ど
の
有
利

な
財
源
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
横

芝
中
学
校
や
横
芝
小
学
校
の
改

築
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
な

ど
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
子

育
て
世
帯
を
直
接
支
援
し
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納

や
証
明
書
発
行
導
入
に
よ
り
利

便
性
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
向
け
何
を
行
っ
て
い

く
の
か

第
三
次
横
芝
光
町
基
本

構
想
に
掲
げ
た
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
「
郷
土
愛
を

は
ぐ
く
み
、
相
互
理
解
の
も
と
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
豊
か
な

自
然
と
共
生
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
住
み
や
す
い
ま

ち
」「
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、

産
業
活
力
と
賑
わ
い
が
あ
る
ま

ち
」
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

森
もり

川
かわ

貴
たか

恵
え

議員
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教
員
の
働
き
方
改
革
を

教
育
の
更
な
る
充
実
の
た
め
取
り
組
み
ま
す

不
登
校
児
童
生
徒
の

不
登
校
児
童
生
徒
の

居
場
所
の
充
実

居
場
所
の
充
実

中
学
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
、
ど
の
よ
う
な

場
で
あ
れ
ば
過
ご
し
や
す
い
か
、

子
ど
も
た
ち
の
要
望
や
意
見
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
。

普
段
の
授
業
の
様
子
等

を
鑑
み
て
、
教
職
員
か

ら
聞
き
な
が
ら
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。小

学
校
へ
の
設
置
は
、

千
葉
県
に
要
望
し
て
い

る
支
援
担
当
教
諭
が
配
置
さ
れ

れ
ば
設
置
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
れ
だ
け
不
登
校
が
増
え
、
夏

休
み
明
け
の
自
殺
が
多
い
中
、

配
置
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
は

な
い
の
で
は
。

業
準
備
や
提
出
物
等
の
添
削
な

ど
、
完
全
に
休
ま
る
こ
と
が
出

来
て
い
な
い
職
員
が
い
る
こ
と

も
現
状
で
す
。

タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
記
録

せ
ず
時
間
外
労
働
を
し

て
し
ま
う
背
景
に
は
、「
給
特

法
」
の
存
在
が
あ
る
の
で
は
と

い
う
声
が
あ
る
が
、
給
特
法
の

成
り
立
ち
や
問
題
点
に
つ
い
て
、

教
員
が
学
ぶ
機
会
を
町
と
し
て

確
保
し
て
い
る
か
。

給
特
法
の
知
識
は
先
生

方
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

国
や
県
か
ら
の
通
知
等
が
あ
れ

ば
学
校
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
積
極
的

に
学
校
長
に
働
き
か
け
ま
す
。

教
員
の
働
き
方
改
革

教
員
の
働
き
方
の
目
的

は教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
心
に
ゆ
と
り
を

持
ち
、
公
私
と
も
に
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
、
自
身

の
人
間
性
や
創
造
性
を
磨
き
、

自
ら
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め

な
ど
の
時
間
を
確
保
し
、
そ
れ

を
子
ど
も
の
成
長
に
還
元
す
る

こ
と
で
す
。

教
職
員
の
休
憩
時
間
は

適
切
に
確
保
さ
れ
て
い

る
か
、
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、
勤
務
時
間
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
か
。

休
憩
時
間
は
勤
務
時
間

か
ら
除
い
て
い
ま
す
が
、

実
際
は
児
童
生
徒
の
対
応
、
授

ど
う
し
た
ら
設
置
出
来

る
か
と
い
う
姿
勢
で
検

討
し
ま
す

子
ど
も
の
権
利
が

子
ど
も
の
権
利
が

守
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

守
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

す
べ
て
の
人
の
権
利
を

保
障
す
る
た
め
に
、
対

話
を
重
ね
、
お
互
い
の
権
利
を

認
め
合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
世
の
中
を
み
ん
な
で

作
っ
て
い
く
の
が
、
民
主
主
義

の
根
幹
で
あ
る
と
私
は
認
識
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
、
自

分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
で
世

の
中
が
変
わ
っ
て
い
く
と
実
感

し
て
貰
え
る
よ
う
、
子
ど
も
が

意
見
を
言
い
や
す
い
環
境
を
大

人
が
保
障
す
る
姿
勢
が
、
学
校

に
必
要
だ
と
思
う
が
、
教
育
長

の
考
え
は
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

考
え
を
積
極
的
に
発
信

す
る
力
は
、
こ
れ
か
ら
の
難
し

い
時
代
を
生
き
抜
く
上
で
必
要

な
力
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
学

校
現
場
で
も
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

意
見
を
主
張
し
合
う
と
い
う
取

り
組
み
は
行
わ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

病
児
保
育

病
児
保
育
事
業
は
、国
・

県
・
市
町
村
が
３
分
の

１
ず
つ
負
担
す
る
補
助
事
業
で

あ
る
中
で
、
匝
瑳
市
の
病
児
保

育
施
設
に
お
い
て
、
当
町
の
利

用
者
数
が
匝
瑳
市
を
超
え
て
い

る
現
状
が
あ
る
。

　

当
町
の
病
児
保
育
へ
の
ニ
ー

ズ
に
対
し
、
他
市
に
大
き
く
依

存
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が

必
要
と
考
え
る
か
。

病
児
保
育
施
設
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
将
来
的

な
利
用
見
込
み
や
町
全
体
の
施

策
と
の
兼
ね
合
い
等
を
考
慮
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

内
うち

田
だ

美
み

穂
ほ

議員
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坂田池公園に高校野球の誘致を

現状の野球場で開催できる大会を検討

ふ
れ
あ
い
坂
田
池
公
園

野
球
場
本
部
席
の
雨
漏

り
に
つ
い
て
で
す
が
、
野
球
場

は
令
和
３
年
度
に
総
事
業
費

３
億
１
，
３
５
８
万
８
千
円
を

か
け
、
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
４

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
３
年

８
か
月
が
経
過
し
ま
す
が
、
町

民
は
基
よ
り
県
内
の
市
町
村
民

か
ら
も
注
目
さ
れ
る
施
設
と
し

て
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
プ
ロ
野
球

選
手
や
甲
子
園
球
児
を
輩
出
す

る
野
球
の
盛
ん
な
町
と
し
て
も

一
目
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
施
設

で
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
修

繕
を
行
い
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

工
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
状
況
で
、
早
急

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

管
理
棟
右
側
駐
車
場
に

つ
い
て
で
す
が
、
な
ぜ

舗
装
整
備
を
行
わ
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ふ
れ
あ

い
坂
田
池
公
園
を
開
設
し
た
時

に
は
砕
石
に
よ
り
ロ
ー
プ
で
駐

車
線
の
区
分
け
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
と
こ
ろ
に
よ
っ

て
は
何
も
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
時
代
の
流
れ
で
も
あ

り
、
多
く
の
利
用
者
が
駐
車
し

て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
舗
装
し

区
画
線
を
引
い
た
駐
車
場
と
し

て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。こ

の
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
坂
田
池
周
辺
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
設
置
当
初
、

地
盤
の
状
況
が
悪
く
地
盤
沈
下

が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
舗

装
工
事
を
行
わ
ず
、
砕
石
路
盤

の
利
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
舗
装
工
事
も
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

高
校
野
球
の
誘
致
に
つ

い
て
で
す
が
、
一
時
は

高
校
野
球
を
誘
致
す
る
と
い
う

よ
う
な
話
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
現
在
は
ス
タ
ン
ド
付
き

の
電
光
掲
示
板
を
備
え
た
水
は

け
の
よ
い
野
球
場
が
整
備
さ
れ
、

駐
車
場
や
選
手
が
ア
ッ
プ
す
る

場
所
も
あ
り
、
県
内
ど
こ
か
ら

来
る
に
し
て
も
渋
滞
す
る
箇
所

も
な
く
、
高
速
道
路
を
降
り
て

か
ら
も
近
く
、
時
間
の
読
め
る

場
所
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

山
武
・
東
総
地
域
は
昔
か
ら
野

球
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
ま
す

が
、
高
校
野
球
会
場
が
一
つ
も

な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
野
球
場
で
高
校
野
球
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
よ
り

野
球
熱
も
盛
り
上
が
り
、
町
の

印
象
も
よ
く
な
り
、
地
産
地
消

を
推
進
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
増
額
す
る

要
因
に
も
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

高
校
野
球
を
誘
致
す
る

に
は
防
球
ネ
ッ
ト
の
改

修
や
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
の
設
置

な
ど
新
た
に
改
修
工
事
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
昨
年
、
東
部
地

区
高
校
野
球
大
会
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
隣
接
す
る
テ
ニ

ス
場
や
駐
車
場
な
ど
広
範
囲
に

使
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り

開
催
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

野
球
場
に
限
ら
ず
、
テ
ニ
ス
場

に
つ
き
ま
し
て
も
小
中
学
校
の

大
会
等
が
年
間
を
通
し
て
数
多

く
あ
り
、
高
校
野
球
の
開
催
時

期
と
重
複
す
る
こ
と
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
団
体
と
調
整
等

を
行
い
な
が
ら
、
現
状
の
野
球

場
で
開
催
で
き
る
大
会
を
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

〇
農
業
の
振
興

・
日
吉
南
条
地
区
の
基
盤
整
備
は

・
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策
は

宮
みや

薗
ぞの

博
ひろ

香
よし

議員
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重
点
支
援
地
方
交
付
金
の

早
急
な
対
応
を

有
効
な
施
策
を
丁
寧
に
検
討

本
部
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
「
マ

イ
ナ
救
急
」
で
は
、
救
急
隊
員

が
傷
病
者
本
人
の
マ
イ
ナ
保
険

証
を
活
用
し
、
専
用
端
末
で
過

去
の
医
療
情
報
や
ア
レ
ル
ギ
ー

歴
、
薬
の
処
方
履
歴
な
ど
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
緊
急
時

の
本
人
や
家
族
の
負
担
を
軽
減

す
る
と
と
も
に
、
傷
病
者
が
よ

り
適
切
な
処
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
匝
瑳
市
横
芝
光

町
消
防
組
合
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
緊
急
時
に
ど
の
よ

う
に
マ
イ
ナ
救
急
が
活
用
さ
れ

る
か
に
つ
い
て
掲
載
す
る
ほ
か
、

イ
ベ
ン
ト
時
に
啓
発
チ
ラ
シ
等

を
配
布
し
マ
イ
ナ
救
急
の
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
町
も
、

緊
急
時
に
町
民
の
生
命
を
守
る

マ
イ
ナ
救
急
の
周
知
啓
発
に
努

一
課
税
」
の
規
定
に
よ
り
、
町

の
条
例
で
定
め
る
こ
と
で
実
施

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
本
制
度

の
導
入
に
際
し
ま
し
て
は
、
税

収
の
減
少
に
加
え
、
対
象
車
両

の
要
件
の
検
討
や
、
使
用
実
態

を
確
認
す
る
た
め
の
審
査
体
制

の
構
築
な
ど
、
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す
が
、
自
動
車
販
売
業

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と

い
う
利
点
も
踏
ま
え
、
総
合
的

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
町
は
、
今
後

も
他
自
治
体
や
県
内
市
町
村
、

近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視
し
、

慎
重
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

「
マ
イ
ナ
救
急
」
の
進

捗
状
況
は

令
和
７
年
10
月
１
日
よ

り
全
国
す
べ
て
の
消
防

重
点
支
援
地
方
交
付
金

の
早
急
な
対
応
を

国
の
方
針
と
し
て
、
全

国
の
自
治
体
が
柔
軟
に

使
え
る
重
点
支
援
地
方
交
付
金

が
拡
充
さ
れ
ま
す
。
町
は
、
こ

れ
ま
で
も
「
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
を
活
用
し
、
物
価
高
に
対

応
し
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
後
、
国
の
動
向

を
注
視
し
、
有
効
な
施
策
を
早

急
に
実
施
で
き
る
よ
う
丁
寧
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
古
商
品
車
に
係
る
軽

自
動
車
税
の
課
税
免
除

を

中
古
商
品
車
に
係
る
軽

自
動
車
税
の
課
税
免
除

は
、
地
方
税
法
第
６
条
「
公
益

等
に
よ
る
課
税
免
除
及
び
不
均

め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
に
向

け
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
更
な
る
推
進
を

接
種
率
向
上
の
取
り
組

み
と
し
て
、
今
後
は
、

中
学
生
女
子
に
つ
い
て
は
、
学

校
を
通
し
て
接
種
勧
奨
案
内
を

配
付
す
る
こ
と
や
、
最
終
年
齢

で
あ
る
高
校
１
年
生
の
未
接
種

者
を
対
象
と
し
た
勧
奨
通
知
の

発
送
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
男

性
に
も
感
染
し
、
咽
頭
が
ん
・

肛
門
が
ん
・
陰
茎
が
ん
等
の
発

症
に
関
与
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
、
男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

は
、
前
駆
病
変
を
含
む
肛
門
が

ん
及
び
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の

予
防
と
し
て
、
令
和
２
年
に
４

価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
薬
事
承

認
さ
れ
た
の
ち
、
令
和
７
年
８

月
に
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が

薬
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ

Ｖ
い
わ
ゆ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
つ
い
て
と
、

任
意
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
男
性

も
予
防
が
可
能
で
あ
る
旨
の
周

知
を
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
中
学

校
を
通
し
女
子
同
様
に
男
子
に

対
し
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
で
き

る
よ
う
教
育
課
と
調
整
し
、
周

知
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・ 

戦
後
80
年
の
今
と
こ
れ
か

ら
は

・ 

地
方
創
生
政
策
に
伴
う
本

町
の
課
題
は

・ 

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

の
今
後
は

川
かわ

島
しま

富
ふ

士
じ

子
こ
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教員のメンタルヘルス対策は

３つの項目に取り組んでいる

教
員
の
休
職
割
合
は
、

一
般
企
業
よ
り
も
高
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
業
務
内
容

の
多
さ
、
保
護
者
や
生
徒
、
ま

た
職
場
内
で
の
人
間
関
係
、
長

時
間
労
働
や
業
務
の
質
の
困
難

化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
と
思
わ

れ
る
。
教
育
現
場
の
厳
し
い
環

境
が
教
員
の
精
神
的
肉
体
的
な

負
担
を
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
結
果
、
質
の
低

下
や
人
手
不
足
の
問
題
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
教
育

委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

現
在
３
つ
の
項
目
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
1
つ
目
は
「
勤
務
環
境
の

改
善
」
で
、
長
時
間
勤
務
が
見

ら
れ
る
場
合
に
は
、
管
理
職
に

よ
る
個
別
面
談
を
行
う
な
ど
、

早
期
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
「
相
談
・
支
援
の
体

制
整
備
」
で
学
校
に
訪
問
し
た

際
に
は
、
教
職
員
の
様
子
を
観

察
し
、
気
に
な
る
教
職
員
に
指

導
主
事
か
ら
声
を
か
け
た
り
、

管
理
職
か
ら
様
子
を
聞
い
た
り

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
面
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。３
つ
目
は「
予

防
的
な
取
り
組
み
」
で
校
内
モ

ラ
ー
ル
ア
ッ
プ
委
員
会
を
組
織

し
た
り
、
校
内
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
研
修
を
行
っ
た
り
、
教
職
員

の
意
識
を
高
め
る
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。文

部
科
学
省
は
７
月
に

私
物
端
末
で
、
児
童
生

徒
を
撮
影
し
な
い
こ
と
と
画
像

を
学
校
か
ら
持
ち
出
し
を
し
な

い
こ
と
を
全
国
に
通
知
し
た
。

学
校
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
か
。

各
学
校
で
定
期
的
に

「
不
祥
事
の
未
然
防
止

に
係
る
自
己
分
析
シ
ー
ト
」
な

ど
を
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
私
物
端
末
の
不
適
切

な
使
用
を
防
ぐ
手
立
て
を
講
じ

て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
教
職
員
に
よ
る
児
童
生

徒
等
の
個
人
情
報
を
含
む
書
類

や
電
子
デ
ー
タ
に
関
す
る
取
扱

い
、
私
物
端
末
に
対
す
る
細
心

の
注
意
や
個
人
情
報
等
の
漏
洩

防
止
を
図
る
べ
く
、
学
校
長
を

通
じ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
は
、
多
様
な
家
族
の

あ
り
方
を
尊
重
す
る
社
会
の
実

現
を
目
指
す
も
の
で
、
全
国
で

5
3
1
自
治
体
。
人
口
カ
バ
ー

率
は
92
・
5
%
を
超
え
、
急
速

に
広
が
っ
て
い
る
。
誰
も
が
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
と
と

も
に
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ

う
市
町
村
が
応
援
す
る
こ
の
制

度
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
」
の
理
解
促
進
を

図
り
な
が
ら
、
町
民
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
制
度
と
な
る
よ
う
慎

重
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

国
保
加
入
者
が
受
け
る

住
民
健
診
に
は
聴
力
検

査
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
高
齢

者
と
な
り
難
聴
が
進
む
と
認
知

症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

住
民
健
診
に
聴
力
検
査
を
加
え

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

聴
力
検
査
に
つ
い
て
は
、

町
が
実
施
す
る
住
民
健

診
に
お
い
て
、
法
律
上
、
必
須

の
検
査
項
目
に
含
ま
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
聴
力
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雑

音
の
な
い
部
屋
の
確
保
、
検
査

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
待

ち
時
間
が
増
え
、
健
（
検
）
診

会
場
の
滞
在
時
間
が
長
く
な
る

こ
と
や
検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
は
聴
力
検
査

を
導
入
す
る
事
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

山
やま

﨑
ざき

義
よし

貞
さだ

議員

2026.211

横芝光町の町政を問う !



千曲市役所第 1委員会室千曲市長公室

11
月

１
日
・
旭
市
二
十
周
年
記
念
式
典

５
日
・
大
総
地
区
福
祉
の
つ
ど
い

７
日
・
令
和
７
年
第
２
回
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
定
例
会

16
日
・
第
20
回
町
産
業
ま
つ
り

17
日
・
匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合
議
会
行
政
視
察

19
日
・
議
会
運
営
委
員
会

20
日
・
例
月
出
納
検
査

21
日
・
令
和
７
年
度
第
２
回
千
葉
県
町
村
議
会
議
長

会
定
例
会
及
び
議
長
・
副
議
長
自
治
研
修
会

26
日
・
立
地
適
正
化
計
画
策
定
委
員
会

27
日
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　
　

・
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

28
日
・
議
会
議
員
全
員
協
議
会

12
月

２
日
・
12
月
定
例
会（
１
日
目
）

５
日
・
12
月
定
例
会（
２
日
目
）

12
日
・
12
月
定
例
会（
３
日
目
）

　
　

・
広
報
委
員
会

18
日
・
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
委
員
会

22
日
・
例
月
出
納
検
査

議
会
ダ
イ
ア
リ
ー

議
会
ダ
イ
ア
リ
ー

　10月16日（木）、千曲市において「部活動の地域移行の取組」を視察しました。最上位目標
を「子どもと社会のウェルビーイング」とし、すべての子どもにスポーツ・文化芸術活動の機
会を保障するという理念のもと、学校・地域・行政が一体となって進めていることが伝わって
きました。
　印象的だったのは、教員の働き方改革を目的とするのではなく、地域の力で中学生の活動を
支え、「地域の新たな絆づくり」「新たなまちづくり」につなげるという視点です。
　また、特別支援学校の存在を生かし、ボッチャ部では障害の有無を超えた活動が展開されて
いるとのこと。他の部での交流は今のところ少ないが、今後、特別支援学校への出張活動など
を検討しており、地域ぐるみで子どもの多様な成長を支える仕組みづくりが進んでいるものと
感じました。横芝光町の今後の部活動の在り方を考えるうえで、大変参考になりました。

合同視察研修
日月1610 木1日目 ～「部活動の地域移行の取組」を視察～

＼千曲市／

横芝光町議会だより
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小諸市役所委員会室大手門公園エリア（せせらぎの丘）

　
　

・
空
家
等
対
策
協
議
会

23
日
・
地
域
公
共
交
通
会
議

25
日
・
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

1
月

８
日
・
広
報
委
員
会

11
日
・
二
十
歳
を
祝
う
式
典

14
日
・
広
報
委
員
会

18
日
・
消
防
出
初
式

19
日
・
匝
瑳
市
ほ
か
二
町
環
境
衛
生
組
合
議
会
令

和
８
年
２
月
定
例
会

　
　

・
山
武
郡
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

20
日
・
例
月
出
納
検
査

　
　

・
匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合
議
会
令
和
８

年
３
月
定
例
会

22
日
・
八
匝
水
道
企
業
団
議
会
令
和
８
年
２
月
定
例
会

　
　

・
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
委
員
会

23
日
・
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
会
長

協
議
会

　
　

・
行
政
改
革
推
進
委
員
会

25
日
・
横
芝
光
駅
伝
＆
Ｒ
Ｕ
Ｎ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

26
日
・
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

全
員
協
議
会

27
日
・
議
会
議
員
全
員
協
議
会

29
日
・
成
田
国
際
空
港
騒
音
対
策
委
員
会
山
武
・

横
芝
光
地
区
部
会
視
察
研
修（
〜
30
日
）

二常任委員会 

　2日目は、現在当町が取り組んでいる横芝光IC周辺開発・横芝駅北側開発に関連して、スマー
トシティ構想を先行している「詩情あふれる高原の城下町」小諸市へ伺いました。
　小諸市議会山浦議長の歓迎の挨拶の後、小諸駅周辺地域未来チャレンジビジョンの取り組み
について、山浦建設水道部長、都市計画課小山係長より説明を受けました。
　小諸駅周辺を起点とした多極ネットワーク型コンパクトシティの都市づくりを行っており、
市役所・病院・福祉センター・交流スペース・商業施設が比較的集中していて、デマンドタク
シーで移動する。といった状況です。また、駅前広場を利用した【まちタネ広場】では、住民
の皆さんが思い思いの使い方で居心地のいい空間づくりを演出していました。
　官民が連携した公園や広場を活用した新たな賑わいづくり、公共施設や駅前空間改善に向け
た社会実験により、エリア価値向上の検証効果を整理しながら整備が進められています。
　いずれも当町の行政課題等への取組を検討するうえで、大変参考になる研修でした。

日月1710 金2日目 ～「詩情あふれる高原の城下町」を視察～
＼小諸市／

横芝光町議会だより

2026.213



千曲市議場 小諸市役所

広　報
委員会

委員長　小倉　弘業　　副委員長　秋鹿　幹夫
委　員　川島富士子 /川島　　仁 /山﨑　義貞 /市原　成一 /霞　　浩子 /内田　美穂

　2025年は大阪関西万博の開催やMLBでの日本人選手の活躍などがありました。また阪神淡路大震災
から30年、戦後80年の節目の年でもありました。
　2026年は丙午の年、情熱と勢いが最高潮に達するパワフルで躍動
感のある縁起の良い年だそうです。飛躍の年になるようお祈り申し上
げます。
　広報委員会も、横芝光町議会だよりを通して議会の様子が分かりや
すいように、皆さまに読んでいただける紙面の改善に努めてまいります。

Editor’s Note編 集 後 記

議会を傍聴しませんか
　3月定例会は、3月上旬から開催する予定です。
議会開会中は、議会を傍聴することができます。
　なお、3月定例会の日程等詳細については、決定
次第、防災行政無線及び町ホームページでお知らせ
いたします。
※ なお、会議録の掲載は、議会終了後約3ヶ月を要
します。現在、令和7年9月議会定例会までご覧
いただけます。

≪傍聴席での主な注意事項≫
・ 電子機器（携帯電話・カメラ・パソ
コン等）は使用できません。
・ 録音機や拡声器類を携帯した方、酒
気帯び等の方は入場できません。
・飲食や喫煙はできません。
・ 私語、談話又は拍手をしたり、みだ
りに席を離れることはできません。

※HP議会会議録

二常任委員会 合同視察研修二常任委員会 合同視察研修

横芝光町議会だより

2025

10 16
Thu

2025

10 17
Fri
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